
No.４３ 平成１５年 ６月 ４日 の電力不足が出ることが予想され、我々はより一層、

常に不時の災難に備えることを怠ってはなりません。  
本  日  の  卓   話 

 ６月 ４日 （水） 
職業奉仕委員会職場訪問 
「竹内洪ガラス工芸体験教室｣ 
ガラス工芸作家 竹内 洪氏 

 又、この 5月度は 2004年度の大卒者達の就職活動
での最後の追い込みと決着をつけるべき時であります。

新聞によると2002年度の大卒就職率は75％程度と書
いていましたが、最近のリクルートの調査ですと約

60％程度となっているとのこと。約 200万人程度の若
い人達が正職に就かず、フリーターとかバイトなどで

過ごしているとされています。今年は大企業も 5月度
の決算発表が済むまで学生宛ての就職内定を出せない

先も増加しており、実質的な就職率は上っていかない

様子であります。これら正職に就かない学生達の多く

が余りにも自己主義、自己の甘え、いろいろな仕事に

対応する厳しい態度や心掛けの少ないものが多くなっ

ている。 

 
■例 会 記 録 
第２１４６ 回例会 ５月 ２８日（水）晴       
● ロータリーソング「我等の生業」斉唱  
● ゲストスピーカーご紹介 
秋田豊藏様（秋田工務店会長） 
●ビジターご紹介 
 リザ・ムヒダ君（米山奨学生）  一方、大学内においても、 
 ① 私大の文系でも、ろくにゼミナールを出さない教

授もおり、自由、勝手テーマの放任主義の学生も

多い。 
※6月会員誕生  大木、木本、山田、梶山 
※6月夫人誕生  武智及子、山口美津子、吉江れい、 
         松尾育美 ② 理系でも 10年も 15年まえの古い実験テーマでの

放任主義 ※6月結婚記念  橋本（陽）、山口 
※6月入会記念  橋本(秀) ③ 院生でも作文が不足、小学、中学生程度でしか文

章が書けない学生も理系には見られます。  
 先日も京都の国立大の院生で建築デザインを志してい

る学生が来たので、デッサンが得意と言うので、『それ

では社長の顔をデッサンして下さい』と書かせた所、

何と出来上がりは私の顔がオラウンターそっくりで、

『よくも私をオラウンター同様にしたなー』。 私やゴ

ジラでもない、と本人の実力を思い知らされたのであ

ります。 

■会 長 の 時 間         藤井 實会長 
 いよいよ緑風かおる5月度もあと数日となってまい
りました。一昨日は東北の地震で大きな被害が出なく

て本当に良かったと思います。 
 今朝の新聞によりますと、東京電力では原子力発電

所の１７ヶ所がトラブル続きでストップになっており、

今夏には最大で 500万～800万キロワット、10％程度  今日、このように学歴社会にありましても、決して
顔、形だけでなく、又、学業証明だけでなく、大いに

各人の各々の実力や本能を良く知ることに努めて、新

人の採用と人間としての若者のしつけを強化していく

べき時代となって来ました。 

 
■出 席 報 告 
第２１４６ 回例会 前々回（第２１４４ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３６ (1４) 17 5 77.3 ％ 3 86.36 ％  



■幹 事 報 告         掛谷建郎副幹事 
１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）2004年 5月、四地区（2640，2650，2660、2680）
合同ホストによる大阪国際大会「全員登録」の要

請書がきています。ロータリアン＝US$300,  
ロータリアンカップル＝US$400、登録は 2003
年 12月 15日までにクラブ単位で 

２）2004～05年度 R財団国際親善奨学生第 1次選考
結果、久野加奈子さん合格 

 
２、その他報告 
１）5/23(金)、北攝 12RC 新旧幹事会に於いて、ニコ
ニコキャンプの IM第２組全員登録の要請をして
きました 
２）例会後、新旧合同理事会を開催します 
 
 
■委 員 会 報 告 
職業奉仕委員会         山田慶子委員長 
次週６/４(水)は移動例会で、職業奉仕委員会職場
訪問として「竹内洪ガラス工芸体験教室」を体験し

ます。 
１２：００ 例会開始ですのでお間違えのないよう 
お願いします。竜王山荘の地図も用意してあります 

 
 
■卓  話    

秋田工務店会長 秋田豊藏氏 
「シベリア物語その一」 
 私は、旧満州関東軍第二航空軍チチハル出張所に２

年間従軍しておりました。終戦と同時に極寒のシベリ

ア、ガザフスタンに２年 3ケ月、ソ連軍捕虜収容所に
抑留されていたのであります。 
 終戦は昭和 20年 8月 15日でしたが、昭和 20年 7
月 26 日ポツダム宣言が米、英、支那の連合名で発出
され、日本に「無条件降伏しなさい」と迫ったのです

が、日本政府はこれを一蹴した。もし、この時に受諾

しておれば広島、長崎への原爆投下も、ソ連軍の参戦

もなかったのではないかと思います。 
 当時ソ連と日本の間には、日ソ不可侵条約があり、

昭和 16年 8月～21年 8月まで有効でした、 
 日本が「本土決戦だ」といって降伏しないので、8
月 6日に広島、9日に長崎に原爆が投下され、25万人
以上の人が犠牲になりました。 
 それでも日本は降伏しないので、米英支の連合国は、

ソ連のスターリンに、日本に対し宣戦布告をする様に

頼んだのです。その結果ソ連はポツダム宣言の署名国

となった。 

それを露知らぬ日本政府は、東郷外相に「スターリ

ンに日本と連合国との和平交渉が日本に有利になるよ

う」依頼することを命じた。 
 そこでスターリンはモロトフ外相に対し、「仲介をす

るようなフリをしておけ」と命じた。この時の仲介手

数料は膨大なもので、金銀財宝、ダイヤモンドなど、

とても現在の不動産売買手数料の３％どころではあり

ません。 
 しかしソ連は参戦によってカ樺太、千島、北海道の

半分を手に入れる腹を固めたのです。8月８日ソ連は、 
クレムリンで日本大使に宣戦布告を伝えましたが、ソ

連は既に無線を妨害して関東軍に連絡がつかない様に

していた。そしてソ連は日本との不可侵条約を一方的

破棄し、昭和 20年 8月９日午前零時、ソ連軍は怒涛
のごとく満州国に武力で攻め込んで来た。 
 その結果日本兵８万４千人が戦死した。これより想

像もつかない悲劇が始まるのである。 
 かくしてソ連各地にある酷寒のシベリア捕虜収容所

へと日本軍兵士が、ぞくぞくと連行せられ苛刻な強制

労働に呻吟するのである。 
 そしてソ連は昭和 20年 9月 2日の東京湾ﾐｽﾞﾘ艦上
での正式な降伏調印をもって、戦争終結と考えていた。 
 
 
■ニ コ ニ コ 箱                河原崎副 S.A.A 
※会員誕生           木本、大木、山田 
※夫人誕生              吉江、山口 
※結婚記念            橋本（陽）、山口 
※入会記念               橋本（秀） 
※秋田さんに卓話をお願いしました 心よくお引受け

下さってありがとうございました      木本 
※ベトナム工場がやっと稼動し始めました    簡 
※山田さん写真ありがとうございました    藤井 
※簡さんありがとう       秋山、掛谷、野田 
 

本日計    ５７，０００円 
 累 計 １，６６２，５５０円 

 
■次 回 卓 話 
「今年度活動報告」 
               各委員長 

 


